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とかち
マダニ
じてん共同利用・共同研究拠点事業　

マダニバイオバンク整備とベクターバイオロジーの新展開」

（平成 29年度～平成 33年度）
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野
のやま

山、河
かせんじき

川敷、公
こうえん

園、キャンプ場
じょう

などの草
くさ

むらで遊
あそぶ

ぶ時
とき

は

できるだけ肌
はだ

がでない服
ふく

を着
き

ましょう。

虫
むし

よけスプレーを使
つか

いましょう。服
ふく

の上
うえ

から使
つか

える製
せいひん

品もあります。

家
いえ

に帰
かえ

ったら自
じぶん

分の服
ふく

にマダニがついていないか、

家
いえ

の中
なか

にはいる前
まえ

に確
かくにん

認しましょう。

お風
ふ ろ

呂に入って体
からだ

にマダニがついていないかチェックしましょう。

もしマダニがついているのを見
み

つけたら病
びょういん

院でとってもらいましょう。

自
じぶん

分でとろうとしたり、つぶしたりしないようにしましょう。

ペットには専
せんよう

用のマダニ駆
くじょやく

除薬を使
つか

いましょう。

原 虫 病 研 究 セ ン タ ー

マダニが体
からだ

につかないように注
ちゅうい

意しましょう



マダニの吸
きゅうけつ

血のしくみ

触
しょくし

肢を開
ひら

き、鋏
きょうかく

角で皮
ひ ふ

膚を切
せっかい

開し口
こうかへん

下片を挿
そうにゅう

入

セメント物
ぶっしつ

質を分
ぶんぴ

泌し、皮
ひ ふ

膚に固
こちゃく

着

宿
しゅくしゅ

主皮
ひ か

下の毛
もうさいけっかん

細血管を壊
こわ

して血
けつえき

液プールを形
けいせい

成し吸
きゅうけつ

血

吸
きゅうけつ

血と交
こう ご

互に唾
だえき

液分
ぶん ぴ

泌

（宿
しゅくしゅ

主の止
しけ つ

血機
きこ う

構・免
めんえき

疫応
おうとう

答に対
たいこう

抗）
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セメント物
ぶっしつ

質

中
ちゅうちょう

腸

唾
だえきせん

液腺

血
けつえき

液プール

1cm1cm

メスダニの飽
ほうけつご

血後の

体
たいじゅう

重は吸
きゅうけつ

血前
まえ

の

約
やく

100 倍
ばい

から 200 倍
ばい

にもなります。

鋏
きょうかく

角

口
こうかへん

下片

腹
ふくめん

面

屋
おくない

内にいるダニとマダニは生
せいたい

態がまったく違
ちが

います。

布
ふと ん

団やカーペットなどにわく、小
ちい

さなダニ（mite）の

餌
えさ

となるのは、人のフケ、ほこり、食
た

べこぼしなど。

一
いっぽう

方、マダニ（tick）の餌
えさ

は脊
せきついどうぶつ

椎動物（魚
ぎょるい

類をのぞく）

の血
けつえき

液です。たまごがふ化
か

して幼
よう

ダニになると吸
きゅうけつこうどう

血行動

をはじめ、吸
きゅうけつ

血と脱
だっぴ

皮をくり返
かえ

して成
せいちょう

長します。

顎
がくたいぶ

体部

胴
どうたいぶ

体部

鋏
きょうかく

角

触
しょくし

肢

背
はいめん

面

背
はいばん

板

マダニは数
すうじつ

日～数
すうしゅうかん

週間かけて吸
きゅうけつ

血します。幼
よう

ダニと

若
わか

ダニは満
まんぷくじょうたい

腹状態（飽
ほうけつ

血）になると、変
へんたい

態・脱
だっ ぴ

皮を

行
おこな

い、数
すうしゅうかんご

週間後に若
わか

ダニと成
せい

ダニに成
せいちょう

長します。

メスダニが十
じゅうぶん

分な量
りょう

の血
けつえき

液を吸
す

うと、オスとメス

が交
こう び

尾します。交
こう び

尾が終
お

わるとメスダニは飽
ほうけつ

血し、

動
どうぶつ

物の皮
ひ ふ

膚から離
はな

れます。地
ちじょう

上で数
すうしゅうかん

週間かけて産
さんらん

卵

を行
おこな

ったあと、やがて死
し

に至
いた

ります。

血
ち

を吸
す

って満
まんぷく

腹になると？

屋
おくない

内いるダニ

約
やく

0.4mm

若
わか

ダニ幼
よう

ダニ卵
らん

成
せい

ダニ
1mm

マダニには、触
しょっかく

角がありません。

第
だい

1脚
きゃく

の先
せんたん

端に匂
にお

い、温
おんど

度、湿
しつど

度、

振
しんどう

動などを感
かん ち

知するハーラー器
きかん

官

という感
かんかくき

覚器があります。

鋏

角

亜

門

後
気
門（
マ
ダ
ニ
）目

き

ょ

う

か

く

あ

も

ん

節
足
動
物
門

せ

っ

そ

く

ど

う

ぶ

つ

も

ん

ク

モ

綱こ
う

ダ

ニ

亜

綱

あ

こ

う

こ

う

き

も

ん

も
く ニセヒメダニ科

ヒ メ ダ ニ 科

マ ダ ニ 科
か

か

か

マダニ
とは？

マダニは地
ちきゅうじょう

球上に約
やく

900 種
しゅ

が存
そんざい

在します。そのうち、

約
やく

10％のマダニが吸
きゅうけつ

血によって動
どうぶつ

物や人
ひと

に病
びょうげんたい

原体

（病
びょうき

気の原
げんいん

因となる生
せいぶつ

物）を運
はこ

びます。

オスダニは硬
かた

い背
はいばん

板で体
からだ

の全
ぜんたい

体が覆
おお

われているので、

吸
きゅうけつ

血しても大
おお

きく膨
ふく

らむことはありません。



Ixodes

マダニ属
ぞく

Dermacentor

カクマダニ属
ぞく

Rhipicephalus

コイタマダニ属
ぞく

Amblyomma

キララマダニ属
ぞく

Haemaphysalis

チマダニ属
ぞく

Rhipicephalus(Boophilus)

ウシマダニ亜
あぞく

属

とかちのマダニ とかちに多
おお

く生
せいそく

息するマダニ種
しゅ

おびひろ

病
びょうげんたい

原体はマダニのどこにいるの？ 北
ほっかいどう

海道から沖
おきなわ

縄まで広
ひろ

く分
ぶんぷ

布しているマダニ

病
びょうげんたい

原体の多
おお

くはマダニの体
からだ

の中
なか

に潜
ひそ

んでいて、マダ

ニが吸
きゅうけつ

血していないときは眠
ねむ

っています。たとえば、

原
げんちゅう

虫は、マダニの唾
だえき

液が作
つく

られる唾
だえきせん

液腺という臓
ぞうき

器の

細
さいぼう

胞の中
なか

に潜
ひそ

んでいます。吸
きゅうけつ

血がはじまると病
びょうげんたい

原体が

目
め

を覚
さ

まし、唾
だえき

液の中
なか

に移
いどう

動するので、マダニの吸
きゅうけつ

血

によって動
どうぶつ

物や人
ひと

に運
はこ

ばれてしまいます。
フタトゲチマダニ

日
にほん

本で最
もっとも

も多
おお

いマダニ種
しゅ

シュルツェマダニ

ヤマトマダニ

ヤマトチマダニ

オオトゲチマダニ

Ixodes persulcatus

Ixodes ovatus

Haemaphysalis japonica

Haemaphysalis megaspinosa

中
ちゅうちょう

腸（消
しょうかかん

化管）

唾
だえきせん

液腺

マダニの生
せいかつかん

活環

マダニの宿
しゅくしゅ

主（吸
きゅうけつげん

血源）

となる動
どうぶつ

物は、魚
ぎょるいいがい

類以外

の脊
せきつい

椎動
どうぶつ

物

宿
しゅくしゅどうぶつ

主動物に付
ふちゃく

着すると、

吸
きゅうけつ

血しやすい場
ばしょ

所を

さがします。

（すぐに吸
きゅうけつ

血しません）

マダニは、

一
いっしょう

生のうちで

3回
かい

しか

吸
きゅうけつ

血しません。

すべてのマダニが病
びょうげんたい

原体を持
も

っているわけではありません。また、

病
びょうげんたい

原体が動
どうぶつ

物や人
ひと

に入
はい

ってしまっても、病
びょうき

気の症
しょうじょう

状が出
で

ないこと

もあります。しかし、発
はっしょう

症すると死
し

に至
いた

る病
びょうき

気もあり、注
ちゅうい

意が

必
ひつよう

要です。マダニの吸
きゅうけつ

血によって運
はこ

ばれる病
びょうき

気の多
おお

くは、治
ちりょうやく

療薬

やワクチンがまだありません。

どんな病
びょうき

気をうつすの？

牛：小
こがた

型ピロプラズマ病
びょう

　 原
げんちゅう

虫

　　大
おおがた

型ピロプラズマ病
びょう

 　原
げんちゅう

虫

犬：バベシア症
しょう

 　原
げんちゅう

虫　など

ヒトバベシア症
しょう

　 原
げんちゅう

虫

日
にほんこうはんねつ

本紅斑熱　 リケッチア

ダニ媒
ばいかいせいのうえん

介性脳炎　 ウイルス

重
じゅうしょうねっせいけっしょうばんげんしょうしょうこうぐん

症熱性血小板減少症候群（SFTS）　 ウイルス

ライム病
びょう

　 細
さいきん

菌（ボレリア）　など

動
どうぶつ

物には

人
にんげん

間には

春
はる

から秋
あき

には、

マダニは葉
は

の先
せんたん

端

や裏
うら

、茎
くき

などの上
うえ

で

宿
しゅくしゅどうぶつ

主動物を待
ま

ちぶせ

します。

マダニが媒
ばいかい

介する病
びょうき

気

（マダニ媒
ばいかいせいかんせんしょう

介性感染症）のうち

日
にほ ん

本で重
じゅうよう

要なもの

原
げんちゅうびょうけんきゅう

虫病研究センターでは、研
けんきゅうよう

究用マダニの飼
し い く か ん り

育管理と供
きょうきゅう

給、マ

ダニの遺
いでんしじょうほう

伝子情報の解
かいせき

析、さまざまな地
ち い き

域のマダニ分
ぶ ん ぷ

布および

病
びょうげんたいほゆうちょうさ

原体保有調査などを実
じっし

施しています。集
あつ

めた情
じょうほう

報をまとめ、日
にほん

本

ではじめての「マダニバイオバンク」をつくり、マダニに特
とっ か

化し

た国
こくさいてききょうどうけんきゅうきょてん

際的共同研究拠点を形
けいせい

成することをめざしています。本
ほん

プロ

ジェクトを通
とお

して、国
こくないがい

内外のマダニとマダニ媒
ばいかいかんせんしょうたいさく

介感染症対策法の

開
かいはつけんきゅう

発研究に貢
こうけん

献します。

共
きょうどうりよう

同利用・共
きょうどうけんきゅうきょてんじぎょう

同研究拠点事業　

マダニバイオバンク整
せいび

備とベクターバイオロジーの新
しんてんかい

展開

通
つうしょう

称 “マダニプロジェクト”

マダニプロジェクト


